
　　平成３０年度の事業計画に基づき、次のとおり事業を実施いたしました。

項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

１　理事会

会　　議 　平成３０年　４月２５日（水）　平成２９年度事業報告（案）、決算（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）福島県消防協会名誉顧問の委嘱について

　　　　　　　　　　　　　　　　第７１回福島県消防大会等について

　　　　　　　　　　　　　　　　理事、監事の改選に伴う候補者（案）について　ほか

　平成３０年　５月１０日（木）　会長（代表理事）の選定について

　　　　　　　　　　　　　　　　副会長の選定について　ほか

　平成３０年１１月２７日（火）　平成３１年度福島県消防協会定例表彰について

　　　　　　　　　　　　　　　　第７２回福島県消防大会等開催日程等について

　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）福島県消防協会規定等の改正について

　平成３１年　２月１４日（木）　平成３１年度事業計画、予算について

　　　　　　　　　　　　　　　　平成３１年度福島県消防協会定例表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被表彰者の審査について

　　　　　　　　　　　　　　　　第７２回福島県消防大会等開催日程等について　ほか

２　評議員会

　平成３０年　５月１０日（木）　平成２９年度決算（案）の承認について

　　　　　　　　　　　　　　　　補欠評議員の選任について

　　　　　　　　　　　　　　　　理事、監事の選任について

　　　　　　　　　　　　　　　　顧問の選定について　ほか

３　監査

　平成３０年　４月１８日（水）　平成２９年度決算・事業実施状況監査

４　支部事務連絡会議

　平成３０年　６月２９日（金）　平成３０年度事業計画、予算について

　　　　　　　　　　　　　　　　県消防学校消防団教育について

　　　　　　　　　　　　　　　　消防団員等福祉共済について

　　　　　　　　　　　　　　　　日本消防協会消防個人年金、火災共済について　

　　　　　　　　　　　　　　　　福島県消防行政について　　ほか

５　日本消防協会役員会議

　平成３０年　６月１５日（金）　理事会・評議員会（東京）

　平成３０年　９月１３日（木）　理事会（東京）

　平成３１年　３月　５日（火）　理事会・評議員会（東京）

東北地区消防 　新潟県と東北６県による東北地区消防連絡協議会が開催され、消防関係機関に対する要

連絡協議会 望事項等を協議した。

　１　開催年月日　　平成３０年７月１９日（木）

　２　開催場所　　　新潟県新潟市　「ＡＮＡクラウンプラザホテル」

　３　参 加 者　　　正副会長、事務局長　ほか

平成３０年度事業報告



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

第７１回福島県消防大会を次のとおり実施した。

福島県 　１　実施年月日　　平成３０年６月２日（土）

　消防大会 　２　実施場所　　　会津若松市　「会津風雅堂」

　３　参 加 者　　　各市町村消防団長等幹部団員、

　　　　　　　　　　各消防本部消防長等幹部職員、消防関係者、

　　　　　　　　　　地域住民等　約８００名

第７１回福島県消防大会において次のとおり表彰した。

表彰事業 　１　表彰年月日　　平成３０年６月２日（土）

（県消防協会 　２　受賞者(団)　　表彰旗　　　　　　　　　　　檜枝岐村消防団

　定例表彰） 　　　　　　　　　　竿頭綬　　　　　　　　　　　　　１団７分団　

　　　　　　　　　　功績章　　　　　　　　　　　　　　１６６名

　　　　　　　　　　精勤章　　　　　　　　　　　　　　５４５名

　　　　　　　　　　退職団長感謝状　　　　　　　　　　　１０名

　　　　　　　　　　退職団員感謝状　　　　　　　　　　６０６名

　　　　　　　　　　一般人褒状　　　　　　　　　　　　　　１社

　　　　　　　　　　　計　　　２団・７分団・１，３２７名・１社

第７１回日本消防協会表彰式が開催され、受賞者等が参加した。

（日本消防協会 　１　開催年月日　　平成３１年３月５日（火）

協会定例表彰） 　２　開催場所　　　日本消防会館「ニッショーホール」

　３　本県出席者　　小野町消防団長 ほか

　４　受賞者(団)　　表彰旗（１団）　　　　　小野町消防団

　　　　　　　　　　竿頭綬（３団）　　　　　二本松市消防団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会津坂下町消防団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川内村消防団

　　　　　　　　　　功績章　　　　　　　　　　３６名

　　　　　　　　　　精績章　　　　　　　　　　８５名

　　　　　　　　　　勤続章　　　　　　　　　２５７名

　　　　　　　　　　　計　　　　　　　４団  ３７８名

１　平成３０年度福島県消防殉職者等慰霊祭を次のとおり実施した。

弔慰救済事業 　（１）実施年月日　　平成３０年６月１日（金）

　（２）実施場所　　　会津若松市　「アピオスペース」

　（３）参列者　　　　遺族、来賓、消防関係者、地域住民等　約１４０名

２　弔慰金の支給

　（公財）福島県消防協会定款施行細則第３条に規定される当該事業の実績はなし。



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

全国消防殉職者 　日本消防協会主催による第３７回全国消防殉職者慰霊祭が開催され、遺族代表等が

慰霊祭 参列した。

　１　開催年月日　　平成３０年９月１３日（木）

　２　開催場所　　　日本消防会館「ニッショーホール」

　３　本県参列者　　本県遺族代表、会長等

消防育英事業 １　消防育英会より消防殉職者の遺児（２４名）に対し、奨学金が支給された。

２　(公財)消防育英会発行の消防育英を配布した。

訓練指導員の研修会を実施した。（日本消防協会一部補助）

訓練指導員 　１　実施年月日　　平成３０年１０月２４日（水）～２５日（木）

　　研修事業 　２　実施場所　　　福島県消防学校

　３　受講団員　　　２９名

消防団員初任者 　福島県が実施する消防団員初任者訓練研修用として、日本消防協会が発行する

　　訓練事業 「守れわがまち」を２，５００部購入し配付した。

日本消防協会主催の特別研修が開催され、次のとおり推薦した。

消防団員 　１　消防団幹部特別研修

特別研修事業 　（１）研修期間　平成３１年１月１５日（火）～１８日（金）

　（２）研修場所　日本消防会館　他

　（３）参 加 者　川俣町消防団　副団長　菅野一意 氏

　２　消防団幹部候補中央特別研修（団員経験３年程度）

　（１）研修期間

　　　　　　・男性の部　平成３１年１月３０日（水）～２月１日（金）

　　　　　　・女性の部　平成３１年２月１３日（水）～１５日（金）

　（２）研修場所　日本消防会館　他

　（３）参 加 者　・男性の部　福島市消防団　　　団員　　三瓶健人 氏

　　　　　　　　　　　　　　　郡山市消防団　　分団長　　倉元秀一郎 氏

　　　　　　　　　　　　　　　喜多方市消防団　　部長　　東條　剛 氏

　　　　　　　　　・女性の部　いわき市消防団　　団員　　岡田朋子 氏　

　　　　　　　　　　　　　　　いわき市消防団　　団員　　竹本知也子 氏



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

消防団員 １　「入団促進パンフレット」作成

　　活性化   消防団員確保のため130,000部作製し、各支部を通し各消防団等に配布した。

対策事業 ２　県内高等学校３年生（14,574名）に対し、「守れわがまち（日本消防協会発行）」

　を配付した。

３　消防団員確保に係る経済団体への協力要請のため、県と共に県内の経済団体訪問を

　実施した

（１）実施年月日　平成３１年１月１８日（金）、３０日（水）

（２）要 請 先　　福島県商工会議所連合会、福島県商工会連合会

　　　　　　　　　福島県中小企業団体連合会、福島県経営者会連合会

（３）要請実施者　福島県危機管理部長、(公財)福島県消防協会長

４　日本消防協会主催の第２４回全国女性消防団員活性化滋賀大会に消防団活性化

　対策事業の一環として参加した。

（１）開催年月日　　平成３０年１１月９日（金）～１０日（土）

（２）開催場所　　　滋賀県大津市「滋賀県立体育館　ウカルちゃんアリーナ」

（３）本県参加団体　福島市消防団、郡山市消防団、福島県消防協会

５　女性消防団員研修会を開催した。

（１）実施年月日　　平成３０年１２月８日（土）

（２）実施場所　　　郡山市「郡山市労働福祉会館」

（３）内　容　　　・講演「女性パワーを活かすために～活動について」

　　　　　　　　　　　講師　リスクウォッチ代表　長谷川祐子 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前在日米海軍統合消防隊予防課課長）　

　　　　　　　　　・意見交換等

　　　　　　　　　　テーマ「女性パワーの展開と地域防災の充実」

　　　　　　　　　・消防団確保対策研修会（福島県主催）

（４）参加者　　　　県内の女性消防団員、女性消防隊員、消防団長、

　　　　　　　　　　事務局担当者等　約１１０名

６　消防団長等研修会を開催した。

（１）実施年月日　平成３１年２月２１日（木）～２２日（金）

（２）実施場所　　郡山市「ホテル華の湯」

（３）内　　容　　・講話「消防団の充実強化について」

　　　　　　　　　　　福島県消防保安課　飯沼秀敏 課長

　　　　　　　　　・講演「新潟県糸魚川市駅北大火からの教訓」

　　　　　　　　　　　　　～消防団はどう活動したか　大火から得た現状と課題～

　　　　　　　　　　　講師　斉藤直文 氏 （糸魚川市消防団長）

　　　　　　　　　・講話「消防団による水防活動について」

　　　　　　　　　　　福島県河川整備課　鈴木義弘 課長

　　　　　　　　　・講演「ココロもカラダもメチャメチャ元気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しく、笑えるリズム☆体操」

　　　　　　　　　　　講師　登内千恵 氏 （タレント／振付師／ダンサー／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルスアップナビゲーター）

（４）参 加 者　　消防団長等１４０名



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

１　福島県消防操法大会

消防操法大会 　　消防団員の消防技術の向上と士気の高揚のため、第４１回福島県消防操法大会を

　県との共同主催により開催した。

（１）開催年月日　　平成３０年　８月２６日（日）

（２）開催場所　　　福島市「福島県消防学校」

（３）出場チーム　　・小型ポンプの部（１６チーム）

　　　　　　　　　　　　優勝　郡山市消防団

　　　　　　　　　　・ポンプ車の部（１５チーム）

　　　　　　　　　　　　優勝　伊達市消防団

２　全国消防操法大会

　　消防庁、日本消防協会主催による第２６回全国消防操法大会が開催され、

　郡山市消防団が出場した。

（１）開催年月日　　平成３０年１０月１９日（金）

（２）開催場所　　　富山県富山市「富山県広域消防防災センター」

（３）大会結果　　　小型ポンプの部　敢闘賞

１　秋季、春季全国火災予防運動期間に、新聞広告を掲載した。

防火思想 （１）時　期　　平成３０年１１月（秋季）　平成３１年３月（春季）

　　普及事業 （２）内　容　　平成３０年度全国統一防火標語を使用した広告。

　　　　　　　　福島民報社、福島民友新聞　２社に掲載

２　火災予防ステッカーを作成、配布した。（８５０，０００枚）

３　防火思想啓発のため、「キビタン消太ふせん」を作成した。

　　　品名　「キビタン消太ふせん」（１４，０００セット）

消防新聞 １　広報活動の一環として「福島消防新聞」を年２回、各6,000部発行し、支部を

　　発行事業 　通して市町村等へ配布した。

２　日本消防協会が発行している機関誌「日本消防」を支部を通して市町村等へ

　配布した。

　地域の消防団体等の運営・活動等の経費の一部を助成し、団体の育成・活動支援

地域の消防 を行った。

　　　団体等 １　育成事業　　　　　地域の消防団体等（支部）の運営費の一部として、

育成・支援 　　　　　　　　　　総額１３０万円を助成した。

助成事業 ２　活動支援事業　　　全国消防操法大会（３０万円）

　　　　　　　　　　　　※出場した郡山市消防団に助成した。

　　　　　　　　　　　県消防救助技術大会の経費の一部（８万円）として、消防長会

　　　　　　　　　　に助成した。

　　　　　　　　　　　地域防災講演会の経費の一部（５万円）として、校友会に助成

　　　　　　　　　　した。



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

　会員の福利厚生を図るため、日本消防協会等の共済への加入促進等を行った。

共済事業 なお、各実施状況は次のとおり

（１）消防団員等福祉共済（本県加入者数　３３，０４０名）

　　　　※平成３０年度に支払われた共済金

　　　ｱ 公務災害　弔慰金　　　　　　　０件　　　　　　　　　　　０円

　　　　　　　　　弔慰救済金　　　　　０件　　　　　　　　　　　０円

　　　ｲ 公務外　　遺族援護金　　　　２７件　　２７，０００，０００円

　　　　　　　　　生活援護金　　　　　１件　　　１，０００，０００円

　　　　　　　　　重度障害見舞金　　　１件　　　　　　９０，０００円

　　　　　　　　　障害見舞金　　　　　６件　　　１，６３０，０００円

　　　　　　　　　入院見舞金　　　１０７件　　　３，９２５，５００円

　　　　　　　　　　　計　　　　　１４２件　　３３，６４５，５００円

（２）婦人消防隊員福祉共済制度

　　　　　　　（本県加入者数１，２３９名）

　　　　　　　　　　弔　慰　金　　　１件　　　　　３００，０００円

　　　　　　　　　　入院見舞金　　　２件　　　　　　８８，２００円

　　　　　　　　　　　　計　　　　　３件　　　　　３８８，２００円

（３）消防個人年金制度

　　　・加入状況等　　　加入者数　５５２名（前年比８６名減）

　　　　　　　　　　　　加 入 率　１．５％（前年比０．２％減）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国平均２．２％

　　　　　　　　　　　　受 給 者　３６５名（前年比　２０名増）

（４）全日本消防人共済会事業（火災共済制度）

　　　ｱ 支払共済金　　１件　９５，６２５円

　　　ｲ 加入状況　　　全員加入　４５消防団・２消防本部（南会津・相馬）

　　　　　　　　　　　一部加入　　６消防団

　　　　　　　　　　　未 加 入　　８消防団・１０消防本部

　　　　　　　　　　　　　　　　（天栄村・三島町・下郷町・檜枝岐村

　　　　　　　　　　　　　　　　　・楢葉町・大熊町・双葉町・浪江町）

（５）福祉増進事業（日本消防協会事業）

　　　消防団（職）員の健康増進及び公務による事故の防止に資するため、

　　健康器具等の配布並びにスポーツ行事の助成を行った。

　＜各市町村希望の器具等＞

　　　ｱ 健康器具、トレーニング用品等　　　　　２４点

　　  ｲ メディカル用品　　　　　　　　　　　　７１点

　　　ｳ テント、その他　　　　　　　　　　　　５８点

　　　ｴ スポーツ行事等助成　　　　　　　　　　１支部



項　　　　目 実　　　　施　　　　内　　　　容

消防車両 日本消防協会各種共済事業の還元として、消防車両が交付された。

　　交付事業 　１　交付車両　　防災活動車　１台

　２　交 付 先　　西会津町消防団

消防会館 消防会館の健全な運営に万全を期した。

　　運営事業 （平成３０年度末で６事業所が入居）

　　　注)「全日本消防人共済会事業」（火災共済制度）については、生活協同組合全日本消防人共済会

　　　　福島県支部として行っている。
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